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一中文化の華が咲き誇る
１０月１１日に、八戸市公会堂を会場に、校内合唱コンクール

が開催されました。各学年ともにハイレベルな戦いが展開されま

した。音楽の指導時数が減っている中、高いレベルを維持してい

る一中の合唱に、審査員の３名の先生から多くのお褒めの言葉を

いただきました。生徒会が掲げる「さわやか合唱」の成果が少しずつ表れてきているようで

す。今回はコンクールですから順位が付き、結果を受け入れなければなりません。しかし、

結果と同じくらい大切なものに、そこに至るまでの経過・過程があります。各クラスともこ

れまで大きなドラマがあったものと思います。その経験が実は重要で、学級一人一人の絆を

深める糧となります。生徒の皆さんは、そのことを大切にしてください。審査員の先生から

は各学年に課題もお話ししていただきました。来年はさらに進化した合唱を期待します。

最優秀賞

学級 自由曲 指揮者 (○指揮者賞) 伴奏者

１－３ 「大切なもの」 富永陸斗・○桑田勝覇 中野葵生・宗幸音

２－４ 「With you Smile」 ○小笠原輝・佐藤友浩 川村柾人・三浦勝聖

３－２ 「信じる」 村岡いろは・○田中海帆 元沢優花・千田侑奈

優秀賞

１－２ 「怪獣のバラード」 橋爪翔・徳原美優 菊池柚花・昆紋花

１－５ 「カリブ夢の旅」 宇部凪南 肥沼美優・松野好華

２－２ 「遠い日の歌」 ○村田清栞・髙橋将生 小山菜月・阿部愛海

３－３ 「予感」 室谷愛姫・○川村藍斗 出町佳菜・鳩穂乃香

優良賞

１－１ 「変わらないもの」 沼田かろん・杉本遙 小笠原朱音・斉藤夕佳

１－４ 「あの素晴らしい愛をもう一度」 竹内紗文・工藤征也 沢野心悠・出町真椰

２－１ 「君とみた海」 間部理意・石鉢颯生 谷川美佑・吉田悠夕乃

２－３ 「旅立ちの時」 古舘颯太・根城元翔 小沢愛・木村彩羽

３－１ 「春に」 小向崇仁・宇部桃果 葛西美宙

３－４ 「大地讃頌」 楢舘悠登・工藤美羽 村上萌・沢野心想

外部の指導者からたくさん学んでいます。

家庭科・着付け教室 書道ボランティア（左から、蟹沢先生、番沢先生、関口先生）



松倉さん見事最優秀賞
八戸地区少年防犯弁論大会で最優秀賞を受賞し、青森県大会に臨ん

だ３年１組の松倉花奈さんが、県大会でも最優秀賞を受賞し、見事「青

森県一」に輝きました。気持ちが滅入っている登校時に、近所のお年

寄りから声を掛けられ、地域の多くの方々から見守られている自分に

気づいたことを、堂々と発表できたことが、栄冠につながりました。

「地域に見守られて７０年」改めて一中学区の地域力を感じさせられ

ました。今後、各種イベントや文化祭でも披露することになります。

そのほかにも受賞ラッシュの数々
芸術の秋にふさわしく、松倉さん以外にも文化面での活躍が目

立っています。９月１日に行われた八戸市中学校英語弁論大会で

は、３年４組の深貝柚衣さんが、暗唱の部で見事に第２位に輝い

ています。また、創作の部では、３年４組の戸田凛太郎さんが努

力賞をいただいています（右の写真）。二人ともに、夏休みの学

習会が終わった後、一生懸命練習していましたが、その成果が表れました。

また、八戸地区交通安全協会が主催する交通安全ポスターコン

クールでは、１年１組の関口実佳さんが金賞を、２年２組の蔦林

楓さんが銅賞をそれぞれ受賞しました（左の写真）。さらに、八

戸市中学校理科研究発表大会では、２年２組の梅内智穂子さんが

優秀賞を、１年５組の河原木茉洋さんが優良賞を、２年３組の森

林秀太さんが努力賞を、それぞれ受賞しています。

県中体秋季大会では、２年４組の三浦勝聖さんが２年１００ｍで見事に優勝し、青森県一

に返り咲いています。バスケットボールなど、これから県大会が行われる競技もあります。

全力を出し切ってほしいものです。

今年の５月から病気で休んでいる進藤先生から、近況報告がありましたので紹介します。

５月に大腸の病気が見つかり、治療を行っています。生

徒、保護者の皆さまには大変なご迷惑、ご心配を掛けてい

ます。おかげさまで、治療は順調に進み、副作用はいろいろ

ありながらも、日常生活は元気に送っております。ウォーキン

グもできますし、水泳もできます。大好きな温泉も。たまに

生徒を見かけると、授業、部活動がしたいと気持ちがはやり

ます。体力をつけて、また、一中に戻りますので、もうしばらく

時間をください。

季節の変わり目ですが、ご自愛くださいませ。と、自分に

も言い聞かせています。 進藤直彦 一中の四季2017/10/12

※前回報告した１年砲丸投は松野好幸さんではなく、松野好華さんでした。お詫びして訂正します。


